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近年、においに関する科学的な理解と技術的応用が急速に進展しており、官能評価や感覚的判断に依

存していた分野においても、定量的かつ再現性のあるデータに基づく解析が求められている。本講演

では、株式会社レボーンが開発を進めるニオイセンシングシステムの技術概要と、その化学および生

活環境分野への応用展開について紹介する。 

レボーンの技術は、当社が開発したニオイセンシングデバイス「Obre（オブレ）」とデータ解析プラ

ットフォーム「iinioi® cloud（イイニオイ クラウド）」を組み合わせることで、ヒトの嗅覚に近い感

度と識別能力を実現している。収集したにおいデータはクラウド上で解析され、その結果を視覚的に

把握できるグラフとして提供し、現場でのリアルタイムなにおいの評価や意思決定に活用できるダッ

シュボードとなっている。 

とくに化粧品や日用品など香りの品質が製品価値に直結する化学分野では、製造直後から流通・保管

中の香気変化、異臭の発生、香りの安定性といった指標を定量化、また、「香りマップ」として可視化

し、非破壊・非接触での品質評価に活用されている。 

このにおいの定量化技術は、同様の課題を抱える食品分野にも応用されている。香り・風味といった

官能的要素が品質の判断基準となる食品では、従来の官能評価では再現性が乏しく、賞味期限設定の

保守化や食品ロスの原因となっていた。レボーンは、「香り・においの経時変化をデータで捉える」ソ

リューションサービスを通じ、科学的根拠に基づく適正な期限設定や製造条件・保存環境の最適化の

支援を進めている。発酵食品や香味重視製品においては、熟成過程や香気の微細な変化を視覚的に把

握することで、品質維持だけでなく伝統技術の定量的継承にも貢献可能である。 

一方で、介護施設や飲食店舗、住宅環境といった生活空間では、空気中のにおいを「見える化」し、

快適性や衛生管理の指標としての活用を求められている。これらは生活者の健康・安心と直結する分

野であり、環境臭の監視といった用途にも期待されている。さらにこの流れは、医療・ヘルスケア領

域にも展開されつつある。体臭の変化を通じた薬物依存検出や情動・ストレス状態のセンシングとい

ったバイオマーカーとしてのにおいの活用が注目されており、既に医療研究機関との共同研究も始ま

っている。 

将来的にレボーンは、においに関するデータを単なるセンシング情報にとどめず、「標準化された嗅

覚指標」として社会に還元することを目指している。センシング技術により集積されたにおいのデー

タベース化と言語化・数値化という革新は、品質評価の標準化にとどまらず、IoT やスマート環境と

の連携を通じて、予兆検知・行動支援・持続可能な製品設計といった新たな展開にもつながると期待

されている。 

本講演では、においセンシング技術を中核としたこうした社会実装の可能性と、実際の活用事例をも

とに今後の技術展開について紹介する。 
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長崎大学大学院工学研究科博士前期課程 修了 

在学中に災害対応システムの研究に従事。13 歳時に RoboCup 世界大会準優勝。現在は「におい×
AI×DX」によるセンシング・調香・消臭技術の研究開発を主導。昨年は「におい・かおり環境学会
誌」55 巻 6 号にて論文「においプラットフォームの活用とその実際」を発表するなど、学術活動も
展開。 
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